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陸
佐
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本

　裕

「真に戦える戦士たれ」 大村駐屯地QR

　
第
16
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
　
１
等
陸
佐
　
杉
原
　

正
典
）は
、
令
和
３
年
２
月
23
日（
火
）〜
26
日（
金
）の

間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
令
和
２
年
度
重
迫
撃

砲
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
射
撃
訓
練
で
は
、
普
通
科
連
隊
内
の
火
力
戦
闘
部
隊

と
し
て
戦
闘
練
度
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、観
測
者
に
よ

る
正
確
な
目
標
の
標
定
、
砲
手
の
射
撃
号
令
に
基
づ
く

迅
速
な
砲
の
操
作
を
練
成
し
、
各
機
能
の
連
携
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
３
年
３
月
12
日
（
金
）
第
16
普

通
科
連
隊
兼
大
村
駐
屯
地
最
先
任
上

級
曹
長
の
交
代
式
を
実
施
し
た
。

　
第
16
普
通
科
連
隊
長
兼
大
村
駐
屯

地
司
令
か
ら
離
任
す
る
最
先
任
上
級

曹
長
　
鶴
田
准
尉
の
紹
介
後
、
着
任
す

る
最
先
任
上
級
曹
長
　
桑
原
准
尉
を

紹
介
さ
れ
、き
章
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

着
任
部
隊
長

着
任
中
隊
長

16普連　重迫撃砲射撃

第16普通科連隊 兼 大村駐屯地 最先任上級曹長交代式

確実な照準・点検確実な照準・点検確実な照準・点検 連隊長視察連隊長視察連隊長視察

120㎜迫撃砲　120㎜迫撃砲　120㎜迫撃砲　

離任 最先任上級曹長
鶴田准尉

離任 最先任上級曹長
鶴田准尉

離任 最先任上級曹長
鶴田准尉

連隊長によるき章の授与連隊長によるき章の授与連隊長によるき章の授与

制服用 き章 戦闘服用 き章

全隊員と相互の敬礼全隊員と相互の敬礼全隊員と相互の敬礼

ファイアーリングファイアーリングファイアーリング

射撃準備完了報告射撃準備完了報告射撃準備完了報告

第６代
第16普通科連隊 兼
大村駐屯地
最先任上級曹長

准陸尉 桑原 幸春

「使命に対する自覚と誇り」

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊

施
設
整
備
隊
長

　
　１
等
陸
尉

　木
山

　寿
規「万全の準備」

「明るく」

要望事項要望事項 要望事項

要望事項要望事項

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

大
村
派
遣
隊
長

　
　２
等
陸
尉

　藏
園

　輝
夫

「任（つとめ）を果たせ」

第16普通科連隊
第４中隊長

１等陸尉 濱田 智成

「連携・共有」
「前向き」

第４施設大隊
第３中隊長

１等陸尉 依田　武
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